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2026-2027年度 河北ロータリークラブの会長を務めさせていただくことになり

ました。 

責任の重さを感じるとともに、多くの先輩方が築いてこられた奉仕の精神と温かなつ

ながりを大切にしながら、一年間頑張ってまいりたいと思います。 

 

今年度の RI 会長 オランカ・ハキーム・ババロラ氏は「持続可能なインパクトを生

み出そう」というメッセージを発信しています。 

団結によって得られた成果を持続可能なものにする事こそがインパクトであると述

べています。 

 

第 2610 地区 翠田章男ガバナーも、持続可能であり、未来につながるものである

ためには、経済的合理性が必要であると述べています。社会奉仕活動においても職業奉

仕においても、ロータリアンは社会的価値と経済的価値の共創を目指そうという深いメ

ッセージが込められていると考えられたようです。 

 

ロータリーの目的・第二に「職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値

のあるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なもの

にすること」と記されています。この言葉を心に刻みながら、会員の皆様と力を合わせ、

誰もが参加しやすく笑顔で活動できるクラブづくりに努めてまいりたいと思っており

ます。 

 

この一年は「楽しみながら学び、学びながら奉仕する」ことを大切にし、皆様ととも

に実りある時間を築いてまいりたいと思っております。 


